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研究シーズの概要 

肝臓病、糖尿病、がん、アルツハイマーなどの病態において血中のアミノ酸濃度バランスが健常な状態とは異なってくること

が知られており、血中アミノ酸濃度を計測することは臨床医療や予防医療において疾患の早期発見、疾病の計測に極

めて有効である。本研究は、臨床計測や食品工学などに応用可能な 20 種類のアミノ酸濃度を簡便に計測するバイオ

センサー型の小型装置を開発し、将来的には複数の病態診断ができる分析キットとして利用することを目的としている。 

研究シーズの詳細 

◆研究例◆  

20 種類の各アミノ酸を識別する生体分子として、生体内

に存在する酵素であるアミノアシル tRNA 合成酵素

（aaRS）の分子認識能に着目し、世界に先駆けて

aaRS 酵素を用いるアミノ酸センシング法を提唱している。

aaRS は 20 種類のアミノ酸に対してそれぞれ 20 種類存

在し、生体内においてたんぱく質やペプチドの生合成に関

わっているため、アミノ酸に対する正確な分子認識能が期

待できると考えられる。 

現在は右図に示すように、紙をアミノ酸の分離分析媒体に

用い、複数のアミノ酸濃度を同時計測可能なペーパーマイ

クロ流路デバイスの開発を行っている。 

 

上は、4種類のアミノ酸濃度を同時計測可能なペーパーマ

イクロ流路デバイスの作製例である。望みの形状に設計し

たろ紙をラミネートフィルムで挟み込むだけで容易に作製可

能である（左）。右は 4 種類の aaRS 反応部を有する

ペーパーデバイスについて計測したところ、検出部の色が青

色に変化し、目的のアミノ酸のみが検出・計測可能なこと

を示している。 

想定される用途・応用例 

◆家庭における健康診断 

◆家庭での食品の味、鮮度、栄養の評価 

◆食品工場での食品の品質管理、農水畜産現場におけるその場評価・分析など 

セールスポイント 

安価で迅速・簡便に目的の化合物を計測できる小型装置の開発を行っています。計測を目的とする物質についてはアミ

ノ酸に限らず様々なイオンや化合物に応用可能で、また医療分野のみならず、食品や環境、農水畜産などの現場での

簡易検査にも利用できます。 
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